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平
成
十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
平
塚
市
の

一
般
会
計
予
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
一
・
〇
％
少
な
い
七
百
三
十

億
九
千
万
円
で
す
。
依
然
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
「
協
働
が
芽
生
え
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
た
め
の
予
算
」
を
編
成
し
ま
し
た
。
こ
の
予
算
に
よ
り
、
総

合
計
画
第
三
次
実
施
計
画
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
こ
の
「
平
成
十
八
年
度
予
算
」
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
（
四
・
五
面
に
続
く
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課（
1
21
ー
８
７
６
５
）

※
予
算
額
は
万
円
単
位
に
、一
人
あ
た
り
の
額
は
円
単
位
に
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

紹介します。市民一人あたり282,049円の一般会計予算

一般会計の主な歳入・目的別歳出を3月1日
現在の人口259,139人で割った額。（ ）内は前
年度比です。予算額の730億9,000万円を市民
一人あたりにすると282,049円になります。

★
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
放

課
後
活
動
の
場
を
確
保

障
害
の
あ
る
中
学
生
・
高
校
生

を
中
心
に
、
放
課
後
活
動
の
場
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
が

忙
し
い
と
き
な
ど
に
代
わ
り
に
子

ど
も
の
ケ
ア
を
す
る
「
障
害
児
タ

イ
ム
ケ
ア
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

→

一
千
七
百
五
十
二
万
円
（
市
民

一
人
あ
た
り
／
六
十
八
円
）

★
新
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備

総
合
的
な
保
健
業
務
の
拠
点
と

し
て
、
休
日
夜
間
急
患
診
療
所
な

ど
の
機
能
を
備
え
た
新
保
健
セ
ン

タ
ー
（
東
豊
田
）
の
整
備
工
事
を

始
め
ま
す
。

→

二
億
五
十
三
万
円
（
市
民
一
人

あ
た
り
／
七
百
七
十
四
円
）

★
耐
震
費
用
の
一
部
を
補
助

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
震
対
策
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

→

一
千
四
百
三
十
五
万
円
（
市
民

一
人
あ
た
り
／
五
十
五
円
）

★
震
災
対
策
を
充
実

長
期
保
存
食
や
生
活
必
需
品
な

ど
の
備
蓄
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
起
震

車
を
新
し
く
し
ま
す
。

→

三
千
三
百
十
六
万
円
（
市
民
一

人
あ
た
り
／
百
二
十
八
円
）

★
高
等
学
校
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置

災
害
時
の
指
定
避
難
施
設
に
な

っ
て
い
る
高
等
学
校
な
ど
に
、
備

蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
避
難
施
設
と

し
て
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

→

四
百
万
円
（
市
民
一
人
あ
た
り

／
十
五
円
）

★
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

小
・
中
学
校
の
屋
内
運
動
場（
体

育
館
）の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強

工
事
を
進
め
ま
す
。

→

二
億
六
千
九
百
四
十
九
万
円（
市

民
一
人
あ
た
り
／
一
千
四
十
円
）

★
防
犯
街
路
灯
を
照
度
ア
ッ
プ

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
全

市
域
で
防
犯
街
路
灯
の
照
度
を
ア

ッ
プ
し
ま
す
（
二
○
ワト
ッ

蛍
光
灯
を

八
○
ワト
ッ

水
銀
灯
に
）。

→

四
千
二
百
万
円（
市
民
一
人
あ

た
り
／
百
六
十
二
円
）

★
金
目
小
学
校
区
に
学
童
保
育

金
目
小
学
校
区
に
新
た
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）を
開

設
し
、市
内
全
二
十
五
ク
ラ
ブ
で
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
進

め
ま
す
。

→

一
億
二
千
三
百
九
十
一
万
円（
市

民
一
人
あ
た
り
／
四
百
七
十
八
円
）

★
西
工
業
技
術
高
等
学
校
跡
地
に

桜
ケ
丘
公
園
を
整
備

平
塚
西
工
業
技
術
高
等
学
校
の

跡
地
に
、
災
害
時
の
一
次
避
難
地

と
な
る
「
桜
ケ
丘
公
園
」
の
整
備

工
事
を
始
め
ま
す
。

→

五
億
二
千
二
百
三
万
円
（
市
民

一
人
あ
た
り
／
二
千
十
四
円
）

普
段
は
交
差
点
な
ど
に
立
ち
、
大
野
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
「
四
之
宮
防
犯
」
の
み
な

さ
ん
。
こ
の
日
は
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
市
長
と
と
も
に
、
帰
宅
す
る
子
ど
も
た
ち
に

声
か
け
を
し
ま
し
た
（
後
方
は
市
内
を
巡
回
し
て
い
る
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
）。

平成18年度は、防災・防犯をはじめ、福祉、環境、文化、
教育など、暮らしの基礎となる「安心・安全」の充実に力
を入れます。中でも子どもたちの安全には地域が一体とな
って見守る体制ができつつあり、非常にうれしく思います。
ゆったりと心が安らぐまちになるよう、日々の生活にかか
わる事業をしっかりと見つめ、地域と行政とが力を合わせ
た、様々な協働の取り組みが芽生える年度にしたいと願っ
ています。

こ
ん
な
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

歳
入
（
収
入
）

歳
出
（
支
出
）

市　税
160,356円
（－864円）

市民税や固定資産税など

市　債
14,324円
（－184円）

借り入れ金

民生費
83,010円

（＋1,935円）

福祉に関する費用など

衛生費
29,718円
（＋514円）

ごみ収集の費用など

土木費
50,350円

（－1,106円）

道路や建物の建設など

教育費
28,733円

（－1,514円）

小・中学校に関する費用など

s

安
心
安
心
・
安
全
安
全
の
充
実
充
実
へ 

安
心
・
安
全
の
充
実
へ 

平
成
18
年
度
が
動
き
出
す
。 

市民一人 
　　あたりの 
市民一人 
　　あたりの 
市民一人 
　　あたりの 予算額 予算額 予算額 



平成18年4月15日　２
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

企業の不当な行為などを通報した方を保護する法律「公益通報者保護法」が施
行されました。近年、内部からの通報を契機に、わたしたちの安全を損なうよう
な企業不祥事が相次いで明らかになりました。この「公益通報者保護法」は、企
業などの法令違反行為を通報した方を、解雇などの不利益な扱いから守ります。
市では、市民情報・相談課が窓口になり、みなさんからの通報に対応します。

□問 企画課（121－8760）

市
議
会
三
月
定
例
会
が
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま

で
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
四
十

三
議
案
を
市
長
が
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
四
十
二
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、「
自
治
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
は

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
十
八
年
度
予
算
の
概
要
は
一
・
四
・
五
面
に
掲
載
）

・
公
共
の
場
所
に
た
ん
や
つ
ば

を
吐
く
こ
と

・
公
共
の
場
所
に
落
書
き
を
す

る
こ
と

・
「
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
」
で

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と

・
深
夜
に
公
共
の
場
所
や
静
穏

な
生
活
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
で
花
火
を
す
る
こ
と

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ア

ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
再
生
物
を

持
ち
去
る
こ
と

◇
問
い
合
わ
せ
先

資
源
循
環

課（
内
線
２
２
４
０
）

◎
国
民
保
護
協
議
会
条
例

◎
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例

平
成
十
六
年
九
月
に
施
行
さ

れ
た
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

◎
障
害
者
介
護
給
付
費
等
の
支

給
に
関
す
る
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
を
定
め
る
条
例

同
審
査
会
の
委
員
定
数
を
十

四
人
以
内
と
定
め
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉

課（
1
21
―
８
７
７
４
）

◆
「
自
治
基
本
条
例
」
は
継
続

審
議
に

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
の

基
本
と
な
る
重
要
な
条
例
で
あ

り
、
さ
ら
に
十
分
な
時
間
を
か

け
て
慎
重
に
審
議
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

審
議
と
な
り
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く

り
政
策
室（
1
21
―
９
６
１
８
）

◆
平
塚
西
工
業
技
術
高
校
跡
地

を
「
桜
ケ
丘
公
園
」
に

桜
ケ
丘
の
平
塚
西
工
業
技
術

高
等
学
校
跡
地
を
市
有
地
と
し

て
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
土
地
は
、
防
災
や
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
、
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と

し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

み
ど
り
公

園
課（
内
線
２
６
４
７
）

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
な

ど
の
施
策
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
①
〜
③
を
満
た

し
て
い
る
方

①
市
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い

②
ほ
か
の
附
属
機
関
委
員
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い

③
年
齢
が
18
〜
75
歳

▽
募
集
人
数

２
人（
選
考
）

▽
任
期

６
月
１
日
〜
平
成
20

年
５
月
31
日
　
※
会
議
は
年
４

回
程
度
、
平
日
に
開
催

▽
報
酬

１
回
あ
た
り
一
万
一

千
三
百
円

▽
応
募
方
法

資
源
循
環
課（
市

役
所
新
館
２
階
）、市
役
所
１
階

案
内
窓
口
、
公
民
館
な
ど
に
あ

る
申
込
書
を
、
本
人
が
直
接
同

課
へ
　
※
申
し
込
み
用
紙
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▽
締
め
切
り

５
月
８
日（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
資
源
循

環
課（
内
線
２
１
８
５
）へ
。

分
の
１（
限
度
額
三
万
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
下
水
道
総

務
課（
内
線
２
４
４
７
）

浄
化
槽
転
用
雨
水
貯
留
槽
施
設

▽
対
象

浄
化
槽
を
ポ
ン
プ
付

き
貯
留
槽
に
転
用
す
る
施
設

▽
補
助
金
額

設
置
費
の
２
分

の
１（
限
度
額
四
万
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
下
水
道
総

務
課（
内
線
２
４
４
７
）

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

活
用
す
る
施
設
や
機
械
を
自
宅

に
設
置
・
購
入
す
る
方
に
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設

▽
対
象

住
宅
の
屋
根
な
ど
に

設
置
し
、
電
力
会
社
と
電
力
受

給
契
約
を
結
ぶ
も
の

▽
補
助
金
額

１
㌔
㍗
あ
た
り

一
万
円
に
太
陽
電
池
の
最
大
出

力
を
乗
じ
た
金
額
（
限
度
額
四

万
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
政
策

課（
内
線
２
２
６
６
）

電
動
生
ご
み
処
理
機

▽
対
象

微
生
物
を
利
用
し
て

生
ご
み
を
分
解
、
消
滅
、
堆
肥

た
い
ひ

化
す
る
電
動
の
処
理
機
や
、
熱

で
乾
燥
さ
せ
て
容
量
を
減
ら
す

処
理
機

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

国
民
の
保
護
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
議
す
る
「
国
民
保
護
協

議
会
」
や
、
国
民
保
護
措
置
を

進
め
る
「
国
民
保
護
対
策
本
部
」

な
ど
の
組
織
や
運
営
に
つ
い
て

定
め
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

防
災
課（
1

21
―
７
５
３
４
）

◎
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に

関
す
る
条
例

災
害
時
な
ど
に
国
や
他
市
町

村
か
ら
平
塚
市
に
派
遣
さ
れ
た

職
員
へ
の
手
当
な
ど
に
つ
い
て

定
め
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

職
員
課（
1

21
―
８
７
６
２
）

◆
５
つ
の
条
例
を
新
設

◎
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち
づ

く
り
条
例

環
境
に
関
す
る
身
近
な
課
題

に
つ
い
て
、
市
や
市
民
な
ど
の

役
割
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
快
適
で
清
潔
な
暮
ら

し
を
阻
害
す
る
行
為
を
禁
止
す

る
こ
と
で
、
豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
に
定
め
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年

十
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

【
条
例
に
定
め
た
禁
止
行
為
】

・
公
共
の
場
所
に
空
き
缶
や
た

ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
捨
て
る

こ
と

・
犬
の
散
歩
中
な
ど
に
ふ
ん
を

放
置
す
る
こ
と

「試合の前にみんなでごみ拾いをしよう!」。そんな呼び掛け
に3月11日の試合前、たくさんの湘南ベルマーレサポーターが
集まり、平塚駅から平塚競技場までの道のりを清掃しました。
今、市内のいろいろなところで「さわやかで清潔なまちづく

り」が始まっています。

「太陽光発電を取り入れています」曽我清さん
（めぐみが丘一丁目）のお宅の屋根にはソーラー
パネルが。

▽
補
助
金
額

処
理
機
本
体
購

入
費
の
２
分
の
１
（
限
度
額
三

万
円
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ（
1
51
―
５
３
０
１
）

雨
水
貯
留
槽
施
設

▽
対
象

容
量
が
100
㍑
以
上
で

集
水
管
、
本
体
、
排
水
管
で
構

成
さ
れ
る
施
設

▽
補
助
金
額

購
入
費
用
の
２

4月1日、公益通報者保護法が施行されました

守ります。みなさんの正義
◇問い合わせ先　市民情報・相談課（121－8764）

総合計画＝ひらつかの羅針盤

市では今、平成19年4月からスタートする新しい
総合計画（次期総合計画）の策定を進めています。
総合計画とは、市の様々な計画や施策の元とな

るもので、市政運営の基本となる指針を示した最
上位の計画です。例えるなら、今後の平塚市の進
む方向を示した羅針盤であり、舵

かじ

取りをしていく
ための基礎となるものです。現在は、昭和63年に
策定した「新平塚市総合計画」と平成10年に策定
した「改訂基本計画」に基づき、様々な施策や事
業に取り組んでいます。
これから次期総合計画の策定作業も最終段階に

入ります。多くの方に総合計画を身近な存在とし
てとらえていただけるよう、これから1年にわたり
みなさんに計画策定までの内容をお知らせしてい
きます。次回は、「市民との協働」です。

市内を拠点に活動する市民活動団体を資金面で支援する「公
益信託ひらつか市民活動ファンド」の助成団体を募集します。
助成先は、書類審査とプレゼンテーションによる公開審査会で
決定します。
uコースと助成額
・入門コース…100,000円
（活動を始めて3年以内の団体）

・発展コース…500,000円
（活動を発展させる団体・新規
事業を展開する団体）

u説明会 4月23日（日）
午後1時30分～2時

u審査会 6月18日（日）
午前10時～午後5時30分

u説明会・審査会会場 ひらつか市民活動センター
u申し込み方法 市民活動センターで4月17日（月）からお配り
する申込書を、4月24日（月）～5月19日（金）に同センターへ

市市市市民民民民とととと
市市市市長長長長のののの

①テーマで話そうコース

今回のテーマは、「地域の防犯・子どもの安全」です。

u日時・会場 5月20日（土）午後3時30分～5時30分・市民活動センター

②地域で話そうコース

u日時・会場 5月31日（水）午後7時～9時・大神公民館　　　

◆定員 各20人（抽選・「地域で話そうコース」は開催地域の方を優先）

◆申し込み方法 参加希望日と、住所、氏名、電話番号を電話、ファクス、

Ｅメールで市民情報・相談課（121－8764・621－9609・ jousou@city.

hiratsuka.kanagawa.jp）へ　※市のホームページ「いどばた会議」からも

お申し込みいただけます http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/idobata/
◆締め切り ①5月10日（水）②5月18日（木）

□問 市民情報・相談課（121－8764）

メール 

参加者募集

□問 市民活動課（121－7534）

「発展コース」の助成を受けた「楽し
い本との出会いを広げる会」の活動

市議会
3 月
定例会

「
さ
わ
や
か
で
清
潔
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
誕
生

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
に
補
助
金

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
に
補
助
金 

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
に
補
助
金

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
に
補
助
金 

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
に
補
助
金 

環
境
に
優
し
い
生
活
を
応
援
し
ま
す

環
境
に
優
し
い
生
活
を
応
援
し
ま
す 

環
境
に
優
し
い
生
活
を
応
援
し
ま
す

環
境
に
優
し
い
生
活
を
応
援
し
ま
す 

環
境
に
優
し
い
生
活
を
応
援
し
ま
す 

廃
棄
物
対
策
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

市民活動団体を
サポートします市民活動ファンド

総合計画 総合計画 
ひらつ

か10年物語



参
加
し
た
家
族
に
均
等
に
分
配

し
ま
す
。
一
家
族
あ
た
り
約
三

十
㌔
㌘
の
米
が
収
穫
で
き
る
見

込
み
で
す
。

▽
体
験
内
容
と
予
定
日

・
田
植
え

６
月
11
日（
日
）

・
草
取
り

７
月
８
日（
土
）・

９
月
上
〜
中
旬

・
稲
刈
り

10
月
14
日（
土
）

・
精
米
工
程
見
学

10
月
15
日

（
日
）

▽
場
所

金
田
地
区
の
田
ん
ぼ

▽
指
導

専
業
農
家
組
織
「
ハ

ッ
パ
会
」

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方
と
そ
の
家

族
（
原
則
４
人
ま
で
、
代
表
者

は
20
歳
以
上
の
方
）

▽
募
集
数

18
家
族（
抽
選
）

▽
参
加
費

一
家
族
一
万
五
千
円

▽
申
し
込
み
方
法

農
産
課（
〒

254
―
0051
豊
原
町
２
―
21
豊
原
分

庁
舎
２
号
館
２
階
）
に
あ
る
申

込
書
を
４
月
28
日（
金
）ま
で
に

同
課
へ

※
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
産
課

（
1
35
―
８
１
０
６
）へ
。

土
屋
の
び
わ
青
少
年
の
家
を

会
場
に
「
森
の
新
緑
祭
」
を
開

き
ま
す
。
新
緑
が
美
し
い
び
わ

の
里
の
自
然
を
親
子
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

５
月
13
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
３
時

▽
会
場

び
わ
青
少
年
の
家

▽
内
容

竹
を
使
っ
た
食
器
作

り
、
新
芽
の
天
ぷ
ら
・
う
ど
ん

作
り
な
ど

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

３ 広報ひらつか　第813号（1日・15日発行）
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

３
時
　
※
４
月
29
日
は
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時

・
定
員

各
日
300
人
（
先
着
順
）

・
料
金

一
服
100
円

＊
ミ
ニ
機
関
車
乗
車
会
（
平
塚

の
は
ら
っ
ぱ
西
側
）

・
日
時

４
月
30
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

＊
特
設
花
壇
の
お
花
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
北
側
）

百
円
以
上
の
募
金
を
し
て
い

た
だ
い
た
先
着
三
百
人
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

・
日
時

５
月
１
日（
月
）午
前

11
時

＊
培
養
土
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
植

木
市
会
場
）

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
の
勝
者

に
合
計
一
千
五
百
袋
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

・
日
時

４
月
30
日（
日
）午
後

１
時
・
２
時
30
分
、
５
月
１
日

（
月
）午
後
２
時
30
分

＊
植
木
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
植

木
市
会
場
）

・
日
時

５
月
１
日（
月
）午
後

１
時

市
内
に
お
住
ま
い
の
子
ど
も

民
俗
研
究
家
中
田
幸
平
さ
ん
に
、

子
ど
も
の
遊
び
や
お
も
ち
ゃ
に

関
す
る
二
百
九
冊
の
本
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
本
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
四
月
二
十

日（
木
）、中
央
図
書
館
に「
中
田

文
庫
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
中
田
さ
ん
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
子
ど
も
の
お
も

ち
ゃ
と
郷
土
玩
具
を
、
五
月
三

十
一
日（
水
）ま
で
中
央
図
書
館

一
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図

書
館（
1
31
―
０
４
１
５
）へ
。

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

米
づ
く
り
体
験
隊

み
ん
な
で

チ
ャ
レ
ン
ジ

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

小
学
生
200
円
、
中

学
生
・
保
護
者
500
円

▽
申
し
込
み
方
法

参
加
費
を

添
え
て
青
少
年
会
館
へ

※
４
月
19
日（
水
）か
ら
受
け
付

け
開
始
。
受
け
付
け
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
。
月
曜
日

は
休
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

課（
1
32
―
７
０
２
９
）へ
。

日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
３
時

・
定
員

各
回
150
人
（
当
日
先

着
順
）

・
材
料
費

500
円

＊
湘
南
風
お
茶
会
（
日
本
庭
園
）

・
日
時

４
月
29
日（
祝
）〜
５

月
１
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後

花
と
み
ど
り
の
祭
典
「
緑
化

ま
つ
り
」
を
総
合
公
園
で
開
催

し
ま
す
。
植
木
市
や
花
市
を
は

じ
め
、
お
茶
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
た

く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り

公
園
課（
内
線
２
５
９
１
）へ
。

▽
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
会
場

＊
花
の
寄
せ
植
え
づ
く
り
（
平

塚
の
は
ら
っ
ぱ
中
央
テ
ン
ト
）

・
日
時

４
月
29
日（
祝
）・
30

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の

米
づ
く
り
を
体
験
す
る
「
米
づ

く
り
体
験
隊
」
に
参
加
す
る
家

族
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
作
る
米
は
、
神
奈
川
県

推
奨
の
新
品
種
「
さ
と
じ
ま
ん
」

で
す
。
秋
に
収
穫
し
た
米
は
、

親子で
どうぞ

中小企業退職金共済
ISO認証取得補助金
◇問い合わせ先　工業労政課（135－8109）

◆中小企業退職金共済制度 中小企業で働く従業員のための共済制度です。掛け金の
助成や税法上の特典などがあります。お近くの金融機関にお申し込みください。

◆中小企業ISO認証取得補助金 ISO9000シリーズやISO14001の認証を取得した際に審
査登録機関に支払った経費の一部を補助しています。工業労政課にお問い合わせく
ださい。

u日時 6月18日（日）午後2時開演

u会場 市民センター

u入場料 一般2,500円、小・中学生

1,000円（全席自由）

※未就学児の入場はご遠慮ください

チケットは、市民センター、山野

楽器平塚ラスカ店、ヨネザワ楽器で

発売中です。

□問 文化財団（132－2237）

激しく燃え上がる運命の恋。

青年海外協力隊
小泉敦司さん渡邉千華さん

派
遣
先
で
の
活
動
に
胸
躍
ら
せ
る

小
泉
さ
ん（
写
真
左
）と
渡
邉
さ
ん

秋の収穫が待ち遠しいね

●4月29日（祝）
9:00 開会式
9:30 フラワーマジックショー
11:00 仮面ライダーカブトショー
12:15 子どもの安全・防犯教室
13:00 大正琴の演奏
14:00 仮面ライダーカブトショー
16:00 神奈川大学

ジャズ研究会ライブ

●4月30日（日）
10:00 吹奏楽コンサート
11:30 沖縄民謡の演奏
13:00 民謡花舞台（舞踊）
14:30 沖縄民謡の演奏

●5月1日（月）
13:00 藤原一晴ライブ
14:30 アクアマリンライブ

野外ステージイベント

はじめての
オペラ

四
月
か
ら
二
年
間
、
青
年
海
外

協
力
隊
の
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
お
二
人
に
会
い
ま
し
た
。
初
め

て
の
体
験
だ
そ
う
で
す
が
「
幸
い

英
語
圏
な
の
で
、
現
地
の
人
と
し

っ
か
り
対
話
も
で
き
る
」
と
期
待

に
胸
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
の
派
遣
先
は
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
。
日
本
の
は
る
か
南
、
太

平
洋
の
小
さ
な
島
々
が
集
ま
っ
た

国
で
す
。
そ
の
中
の
ヤ
ッ
プ
島
や

ユ
リ
シ
ー
環
礁
を
舞
台
に
、
村
落

開
発
普
及
員
と
し
て
農
産
物
の
栽

培
の
指
導
に
当
た
る
そ
う
で
す
。

渡
邉
さ
ん
は
、
日
本
か
ら
飛
行

機
で
丸
一
日
半
か
か
る
ア
フ
リ
カ

大
陸
中
西
部
の
ガ
ー
ナ
へ
向
か
い

ま
す
。
派
遣
先
は
、
の
ど
か
で
感

じ
の
い
い
地
域
だ
そ
う
で
す
。
高

校
生
の
物
理
の
授
業
を
担
当
す
る

ほ
か
、「
現
地
教
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
文
化
交
流
に
関
わ
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

小
泉
さ
ん
は
「
地
域
社
会
に
還

元
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
仕
事
に

取
り
組
み
た
い
」、
渡
邉
さ
ん
は

「
将
来
は
途
上
国
の
都
市
計
画
に

関
わ
り
た
い
」、と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

レポーター
五味英夫さん
（市政モニター）

4月29日○祝～5月1日○月 総合公園で開催

【
中
田
幸
平
】
一
九
二
六
年
栃
木
県
栃

木
市
に
生
ま
れ
る
。
戦
後
、
新
協
劇
団

（
現
在
の
東
京
芸
術
座
）に
入
り
デ
ザ
イ

ン
と
制
作
を
担
当
。
一
九
六
〇
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
春
の
波
涛
」の
風
俗
考

証
を
担
当
。
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
子
ど

も
の
大
衆
文
学
や
遊
び
の
研
究
を
続
け

る
。
現
在
、
市
内
岡
崎
に
在
住
。

だれもが知っている傑作オペラを日本語でお届けします。

中
央
図
書
館
３
階
に
オ
ー
プ
ン

ご利用
ください

u日時 5月13日（土）午後1時～4時
u会場 美術館ミュージアムホール
u定員 150人（抽選）
u申し込み方法 往復はがき（1人1枚）に住所、氏名、電話番号を記入して
社会教育課「講演会係」（〒254－0051豊原町2－21）へ

u締め切り 4月28日（金）
□問 社会教育課（135－8123）

大人気の絵本「あらしのよるに」の作者

きむらゆういちさんの講演をお楽しみください。



特別会計は948億9,118万円 

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙

郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―
８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 ４月18日（火）・５月
２日（火）13時～16時

◇行政　５月１日（月）13時～
16時

◇一般法律（予約制）毎週水・
木曜日13時～16時

◇登記・供託（予約制）毎月
第２金曜日13時～16時

◇土地境界・測量 ５月12日
（金）13時～16時
◇税務（予約制）毎月第１金曜
日13時～16時

◇住宅（新・改築） ４月18日
（火）13時～16時
◇発明・考案・特許 ５月８
日（月）10時～15時

◇下請取引 ４月17日（月）13
時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ５月
９日（火）13時～16時

◇外国籍市民　　
スペイン語：毎月第１・３水曜
日、ポルトガル語：毎月第２・
４水曜日。時間は９時～12時

と13時～16時
◇許認可届出 ４月25日（火）
13時～16時

◇建築設計・耐震・バリアフリー
４月17日（月）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇法律（予約制）５月９日（火）
13時30分～15時30分

◇生活支援　毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇ボランティア　毎週月～金
曜日８時30分～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～
金曜日９時～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜
日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～16時

◇来所（予約制・生活習慣病な
どの相談）毎月３回、曜日
は不定期、時間は午前９時

30分～10時30分または、午
後１時～２時30分

◇青少年相談　毎週月～土曜
日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング
テレホン133－7830

みみでなやみなし

毎週
月～土曜日10時～18時30分

◇来所 毎週月～金曜日10時
～17時

◇電話 毎週月～金曜日９時
～17時

◇子育ての相談・情報提供
月・火・水・金曜日９時30
分～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～12時・13時～16時

◇手話案内 FAX35－5770
毎週金曜日９時～12時30分
◇精神保健福祉（予約制）毎週
月～金曜日９時～16時

◇子どもの発達・発育の相談
毎週月～木曜日10時～15時
（来所相談は予約制）

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

障害がある方の相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

121－8774女性のための相談
（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

療育相談室
（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

平塚 
商業高 国道1号 

崇善小 

至茅ケ崎 

保健センター 

国道1号 

春日野中 

春日野中入口 

平塚 
農業高 

郵
便
局 

勤労会館 

中央 
公民館 

市営紅谷町市営紅谷町 
駐車場 
市営紅谷町 
駐車場 

新大縄橋 

JA湘南 

豊
田
公
民
館 

中
原
保
育
園 

県
道
平
塚
伊
勢
原
線 

福祉事業 
センター 
福祉事業 
センター 

JAビルかながわ 

市民センター 

豊
田
分
庁
舎 

平塚駅 

子ども教育 
相談センター 

市役所 

福
祉
会
館

福
祉
会
館 

福
祉
会
館 

５ 広報ひらつか　第813号（1日・15日発行） 特　集
平塚市役所　電話23-1111・35-1111 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/
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◆
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子
ど
も
は
み
ん
な
一
生
懸
命
生
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
時
々
、
上
手
に
で
き

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
誤
解
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
ど
う
せ
自
分
な
ん
て
と
自
己
評

価
を
下
げ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
と
き
に
は
不
登
校
に
な

る
子
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
子
の
背
景
に

は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
な
る
の
が
、
最
近
、

耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、Ｌ
Ｄ（
学

習
障
害
）・
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
陥
／
多

動
性
障
害
）・
高
機
能
自
閉
症
・
広こ

う

汎は
ん

性せ
い

発

達
障
害
･
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
軽
度

知
的
障
害
と
い
っ
た
発
達
障
害
で
す
。

こ
の
よ
う
に
診
断
さ
れ
る
と
、
レ
ッ
テ

ル
を
は
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
達
障
害
の
診
断

は
一
生
懸
命
な
の
に
う
ま
く
い
か
な
い
子

ど
も
た
ち
の「
邪
魔
を
し
て
い
る
も
の
」を

探
す
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
邪
魔
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

ど
ん
な
手
助
け
が
必
要
な
の
か
、
ど
う
補

え
ば
い
い
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
周

り
の
大
人
の
仕
事
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
こ
の
子
は
こ
こ
が
苦
手
。
だ
か
ら
、
こ

の
能
力
を
獲
得
し
難
い
。
そ
こ
で
、
こ
ん

な
手
立
て
を
し
て
み
よ
う
。
で
も
、
こ
こ

は
得
意
。
そ
の
力
は
こ
う
や
っ
て
伸
ば
し

て
い
こ
う
」。
周
り
の
大
人
に
こ
う
し
た

思
い
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、
次
は
も
う
、

診
断
名
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
一
人
一
人
の

特
性
と
そ
れ
に
応
じ
た
環
境
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
診
断

名
で
く
く
る
こ
と
な
く
一
人
一
人
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側
（
1
36-

６
０
１
３
）

教育相談 

発
達
障
害
の
診
断

③
家
庭
で
フ
ッ
素
配
合
の
歯
み
が
き

剤
を
毎
日
使
う

ぶ
く
ぶ
く
う
が
い

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
使
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
歯
み
が
き
剤
の
効
果
的
な
使
い
方

歯
み
が
き
剤
は
、
仕
上
げ
み
が
き

を
し
た
後
に
、
歯
全
体
に
塗
る
よ
う

に
使
い
ま
す
。
歯
み
が
き
剤
の
量
は

幼
児
用
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
二
分
の
一

程
度
が
目
安
で
す
。
ま
た
、
う
が
い

は
二
〜
三
回
程
度
に
と
ど
め
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
フ
ッ
素

は
む
し
歯
に
な
ら
な
い
薬
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
や
食

習
慣
に
も
気
を
つ
け
、
む
し
歯
予
防

を
し
ま
し
ょ
う
。

●保健センター
（134－0311）

歯にフッ素を使うと、どんな効果が

育児相談

フ

不用になった自転車を集積所に出すときは、「資源」とはり紙をして出す
ようにお願いしていますが、はり紙がなく出されていることがあり、回収し
てよいのかどうか迷うケースがあります。そこで、５月1日からは、「資源」
と分かるはり紙のない自転車は回収しないこととします。自転車を資源再生
物として出すときは、「資源」と分かるはり紙を忘れずにつけてください。t「資源」のはり紙は縦でも横でも、漢字でもひらがなでも構いません。

自転車を「資源再生物」として、集積所に出すときは

忘れないでね「資源」の表示
◇問い合わせ先　リサイクルプラザ（151－5301）

消 
費 

的 

経 

費 

43.7 
％ 

人件費 
23.6％ 

物件費 
14.3％ 

衛生費 
10.5％ 

民生費 
29.4％ 

総務費 
9.8％ 

土木費 
17.9％ 

教育費 
10.2％ 

公債費 
6.6％ 

そのほか 9.3％ 

商工費 1.3％ 
消防費 3.8％ 

投資的経費 8.7％ 

維持補修費 
2.2％ 

扶助費 
16.2％ 

公債費 
6.6％ 

そのほか 
8.1％ 

そのほか 5.8％ 

普通建設事業費 8.7％ 

繰出金 
14.5％ 

農林水産業費 
1.2％ 

歳出 
目的別 

歳出 
性質別 

歳　出 歳　入 平
成
十
八
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
歳
入
で

は
、
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
個
人
市
民
税
や
市
た
ば
こ
税

の
増
収
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
地
方
特
例
交
付
金
や
競
輪

事
業
か
ら
の
繰
入
金
が
減
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算
全
体
で
は
、
前
年

度
よ
り
一
・
〇
％（
七
億
三
千
万
円
）減
っ
て
い
ま
す
。
分

野
別
の
主
な
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課（
1
21
ー
８
７
６
５
）

※
予
算
額
は
万
円
単
位
に
、一
人
あ
た
り
の
額
は
円
単
位
に
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

主な事業と予算。分野別の使いみちを紹介します

（万円単位に四捨五入） 

会　計　別 予算額（前年度比） 

各会計別予算額 平成18年度 

 730億 9,000万円 （－1.0％） 

 948億 9,118万円 （－1.3％） 

 343億 3,900万円 （－11.7％） 

 222億 5,900万円 （＋5.2％） 

 105億 1,300万円 （－3.9％） 

 2億 9,098万円 （－56.8％） 

  1,920万円 （－3.0％） 

 159億 4,200万円 （＋10.3％） 

 111億 9,200万円 （＋11.6％） 

 3億 3,600万円 （－－） 

 112億 600万円 （－0.6％） 

 1,791億 8,718万円 （－1.1％） 

一般会計 

特別会計（小計） 

  競輪事業 

  国民健康保険事業 

  下水道事業 

  都市施設用地取得事業  

  水産物地方卸売市場事業 

  老人保健医療事業 

  介護保険事業 

  農業集落排水事業 

病院事業会計 

合　計 

●都市環境づくり●教育・文化環境づくり●産業・経済環境づくり●生活・福祉環境づくり
s町内福祉村（7地区）の運

営経費など　　1,702万円

s障害者の福祉対策（障害

児タイムケア事業など）

22億443万円

s民間保育所への助成（民

間保育施設整備の助成、

認定保育施設の拡充）

7億5,005万円

s生活保護法に基づく扶助

費　　　　 37億円

s新保健センターを整備（18・19年度継続費） 2億53万円

s建築物防災対策（居住用木造建築物の耐震補強工事やブロッ

ク塀改修に対する助成など） 1,630万円　

s地震などの防災対策（備蓄品の充実など） 6,119万円

s高規格救急車、小型動力ポンプ付積載車の更新　 4,265万円

s防犯施設の整備（防犯街路灯の照度アップなど） 8,011万円

特別な事業をする場合や料
金収入をもって特定の事業を
する場合などに、経理を明確
に区別するため、一般会計と
は別に特別会計を設けていま
す（平成18年度の平塚市には
八つの特別会計があります）。
今年度の特別会計の予算総

額は、前年度より12億8,552万
円少ない948億9,118万円です。
また、市民病院の予算を表す
「病院事業会計」は、前年度よ
り6,700万円少ない112億600万
円です。一般会計、特別会計、
病院事業会計を合わせた平塚
市の総予算額は1,791億8,718万
円です。これを平成18年３月
１日の人口259,139人で割ると、
691,471円になります。
各会計別の予算額は右表の

とおりです。なお、交通災害
共済事業は平成17年度で終了
しました。農業集落排水事業
は平成18年度からの新規会計
です。

s商店街の活性化（TMO関連事業補助金など） 962万円

■a TMO･･･タウン・マネジメント・オーガニゼーションの

略。商業活性化を推進するためのコーディネーター的な組織

s仮称・花と緑のふれあい拠点（旧農業総合研究所跡地／寺田

縄）の整備に伴う周辺道路の整備など 1億9,464万円

s農道や用排水路の改修事業 7,000万円

s漁港の整備 5,965万円

s産学公共同研究の支援

162万円

s工業活性化の促進

300万円　

s中小企業金融対策　

5億3,729万円

s勤労者金融対策　

4億3,790万円

s七夕まつりの開催など　

6,800万円

s小・中学校に学習支援補助

員を派遣。また、小学校（４

校）に学校司書を派遣し、読

書活動を啓発 4,730万円

s小・中学校屋内運動場（体育

館）の耐震補強

2億6,949万円

s吉沢小学校校舎の増築　

3億594万円

s放課後児童の健全育成　

1億2,391万円

s美術館展覧会の開催（開館15周年企画展など） 4,975万円

s旧横浜ゴム記念館の移築復原（18～20年度継続費）1,367万円

s私立幼稚園児の就園奨励費の補助　　　　　　3億3,463万円

s学校安全関係経費（ふれあい通学路推進事業など）

2,745万円

s中央公民館の運営　　　　　　　　　　　　　1億4,370万円

s玉川橋と東雲橋の架け替え

4億6,132万円

s桜ケ丘公園の整備

5億2,203万円

s環境政策の推進（里山づく

りの推進、太陽光発電施設

と雨水貯留槽設置の助成）

1,301万円

sさわやかで清潔なまちづく

りを推進するための啓発事

業 731万円

s広報ひらつかの発行など　　　　　　　　　　　　4,135万円

s電子計算機関係経費（情報管理機器の使用料など） 7億9,902万円

s高度情報化推進関係経費（電子申請などができるワンストッ

プサービスの導入支援など） 4,664万円

●市民サービスの向上など

七夕まつり今年は7/6～9

平成19年12月末の完成を目指して
整備する新保健センター（イメージ） 耐震補強する八幡小学校体育館

平
成
十
八
年
度
の
予
算
は
、
次

の
六
つ
の
基
本
方
針
で
編
成
し
て

い
ま
す
。
各
方
針
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
改
訂
基
本
計
画
の
適
正
な
推
進

総
合
計
画
改
訂
基
本
計
画
第
三

次
実
施
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
計

画
を
適
正
に
推
進
し
ま
す
。

②
行
政
改
革
の
推
進

す
べ
て
の

事
業
に
つ
い
て
、
既
存
の
枠
に
と

ら
わ
れ
な
い
事
業
の
内
容
・
手
法

の
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
市
民
と
協
働
の
行
政
運
営

行

政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
や
効
率
性
、質

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市

民
の
参
加
・
参
画
を
得
て
、
市
民

と
協
働
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

④
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
の
有
効

活
用

施
設
の
改
修
・
補
強
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施

設
の
機
能
転
換
や
統
廃
合
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。

⑤
行
政
評
価
の
実
施

事
業
の
目

的
・
手
段
・
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
な
ど
を
検

証
し
、
事
業
の
合
理
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
民
間
活
力
の
活
用

民
間
活
力

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
低
下
さ
せ
ず
に
コ
ス
ト

削
減
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

業
務
の
民
営
化
・
委
託
化
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と

効
率
的
な
施
設
運
営
を
進
め
ま
す
。

会
計
別
の
予
算
内
容
を
掲
載
し

た
予
算
書
な
ど
の
資
料
は
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
一
階
・

1
21
ー
８
７
６
４
）
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
財
政
状
況
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

六
つ
の
基
本
方
針

予
算
書
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

税制改正などにより、個人市民税は
増加しますが法人市民税や固定資産税
の減少により、市税全体では微増とな
る見込みです。

民生費が児童手当支給年齢の引き
上げや介護保険事業会計への繰出金
の増加などにより、８年連続で一般
会計で最大の割合を占めています。
★公債費 …市の借入金の返済にあてられる費用

児童手当支給年齢の引き上げなど
により、扶助費が伸びたため、義務
的経費の割合（グラフ灰色部分）が大
きくなっています。
★扶助費… 法令を基に支給される福祉の費用など

平成20年3月末の完成を目指して
整備する桜ケ丘公園（イメージ）

1面ではここに掲げる費用の一部を掲載しているものもあり、額が一致しないところがあります。金額は万円単位に四捨五入しています。

0

100億 

200億 

600億 

700億 

800億 

900億 

1,000億 

1,100億 

（円） 

平
成
１８
年 

平
成
１７
年 

平
成
１６
年 

平
成
１５
年 

平
成
１４
年 

平
成
１３
年 

平
成
１２
年 

平
成
１１
年 

平
成
１０
年 

平
成
９
年 

10年間の会計別予算額の推移 
（表中の数字の単位は万円） 

10,629,919

6,956,012 6,957,493

7,410,476

9,794,869

10,722,608

7,764,896
7,977,984

9,617,670 9,489,118

7,309,000

7,382,000

8,148,000

7,601,2007,636,0007,057,000

6,891,000

7,121,000
7,363,000

7,193,000

1,150,146

1,218,540

1,191,000

1,200,200

1,172,200 1,132,800

1,169,800 1,109,200

1,127,300

1,120,600

一般会計 
特別会計 
病院事業会計 

平塚らしいまちをつくる 

歳入 

自 
主 

財 

源 

72.0 
％ 

市税 
56.9 
％ 

そのほか 
6.3％ 

市債 5.1％ 

県支出金 4.4％ 

国庫支出金 
8.9％ 

依 
存 

財 
源 

28.0 
％ 

諸収入 
8.8％ 

そのほか 9.6％ 

ッ
素
は
魚
介
類
や
お
茶
の
葉

に
も
含
ま
れ
て
い
る
成
分
で
、

厚
生
労
働
省
で
も
「
む
し
歯
予
防
に

効
果
が
あ
る
」
と
し
て
、
利
用
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

■
フ
ッ
素
の
効
果

①
酸
に
強
い
歯
を
つ
く
り
ま
す
。

②
歯
の
再
石
灰
化
を
促
進
し
ま
す（
初

期
の
む
し
歯
は
治
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
フ
ッ
素
は
こ
れ

を
助
け
ま
す
）。

③
む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑

え
ま
す
（
生
え
た
て
の
歯

に
特
に
効
果
が
あ
る
の
で
、

永
久
歯
へ
の
生
え
変
わ
り
時

期
の
利
用
も
効
果
的
で
す
）。

■
フ
ッ
素
の
利
用
方
法

①
歯
科
医
院
で
歯
に
フ
ッ
素
を
塗
る

歯
の
状
態
を
診
て
も
ら
い
、
歯
科

医
院
で
塗
っ
て
も
ら
う
。

②
歯
科
医
院
で
指
導
を
受
け
、
家
庭

で
フ
ッ
素
を
使
っ
て
う
が
い
を
す
る

四
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
歯
科
医
院
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・・・

・・・
・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・
・・・
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四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
方
で
、次
の
十
六
の
疾
病（
特

定
疾
病
）が
原
因
で
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
は
、
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
特
定
疾
病
（
＊
印
は
今
回
追

加
さ
れ
た
も
の
）

・
筋
萎
縮

い
し
ゅ
く

性
側
索
硬
化
症

・
後
縦
靭
帯
骨
化
症

・
骨
折
を
伴
う
骨
粗
し
ょ
う
症

・
初
老
期
の
認
知
症

・
脊せ

き

髄ず
い

小
脳
変
性
症

・
脊
柱
管
狭
窄
症

・
早
老
症

・
糖
尿
病
性
神
経
障
害
、
糖
尿

病
性
腎じ

ん

症
、
糖
尿
病
性
網
膜
症

・
脳
血
管
疾
患

・
閉へ

い

塞そ
く

性
動
脈
硬
化
症

・
関
節
リ
ウ
マ
チ

・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

・
両
側
の
膝
関
節
ま
た
は
股
関

節
に
著
し
い
変
形
を
伴
う
変
形

性
関
節
症

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛こ

う

門も
ん
・

人
口
膀ぼ

う

胱こ
う

を
持
つ
方
）
の
社
会

復
帰
に
向
け
て
、
講
演
会
や
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

ご
家
族
の
方
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

４
月
16
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
４
）へ
。

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
軍
人
･

軍
属
の
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
額

額
面
四
十
万
円
、10

年
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月

31
日お

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福

祉
課（
内
線
２
２
１
０
）へ
。

＊
多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒

質
変
性
症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー

ガ
ー
症
候
群
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小

脳
萎
縮
症
）

＊
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、進
行
性
核

上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核

変
性
症
）

＊
が
ん
末
期

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課（
1
21
―
８
７
９
０
）へ
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

「
結
核
予
防
法
」、「
精
神
保
健
及

び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
る
公
費
負
担
医
療

や
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に

よ
る
精
神
通
院
医
療
を
受
け
た

場
合
に
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
「
結
核
･
精
神
医
療
附
加
金
」

の
制
度
は
、
六
月
三
十
日
を
も

っ
て
廃
止
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
―
８
７
７
６
）へ
。

平
塚
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募
集
し

ま
す
。
費
用
の
一
部
は
市
が
負

担
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象

次
の
①
〜
③
を
満
た

す
方

①
昭
和
42
年
４
月
１
日
以
前
の

生
ま
れ

②
平
成
17
年
４
月
30
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
同
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る

③
平
成
17
年
度
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

▽
定
員

700
人（
先
着
順
）

▽
検
査
項
目

身
体
測
定
、
呼

吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
腎じ

ん

機
能
、
眼
機
能
、
聴
力
、
肝
機

能
、
糖
尿
病
、
血
液
な
ど

▽
実
施
医
療
機
関

平
塚
共
済

病
院
、
平
塚
市
民
病
院
、
湘
南

健
診
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
平
塚

病
院
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属

病
院

▽
受
診
者
負
担
額

二
万
二
千

五
十
円

お
申
し
込
み
は
、
保
険
年
金

課
（
市
役
所
一
階
⑫
番
窓
口
）、

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー（
Ｍ

Ｎ
ビ
ル
十
一
階
）、公
民
館
に
あ

る
申
込
書
を
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
保
険
年
金
課（
〒
254
―
8686

浅
間
町
９
―
１
・
1
21
―
８
７

７
６
）へ
。

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。

①
レ
ッ
ツ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

生
活
習
慣
病
予
防
に
、
手
軽

な
運
動
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

４
月
25
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服

装
と
靴
、
飲
み
物

②
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

仕
事
で
受
け
る
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時

５
月
13
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

③
サ
ラ
サ
ラ
血
液
に
こ
ん
に
ち

は（
高
脂
血
症
の
予
防
）

▽
日
時

５
月
27
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▽
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

三
角
布
、エ
プ
ロ
ン

▽
材
料
費

300
円

④
忙
し
い
世
代
の
病
気
予
防
―

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
に
つ
い
て

知
ろ
う

▽
日
時

５
月
30
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
①
②
④
は

電
話
で
、
③
は
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
〒
254
―
0054
中
里
34
―

17
・
1
34
―
０
３
１
１
）へ
。

お
年
寄
り
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
８
）へ
。

■
は
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

理
療
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

七
十
四
歳
以
上
の
方
に
、
は

り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指

圧
が
一
回
六
百
円
で
受
け
ら
れ

る
理
療
券
を
お
配
り
し
ま
す
。

▽
対
象
と
配
布
枚
数

・
昭
和
７
年
４
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
　
12
枚

・
昭
和
７
年
５
月
１
日
〜
８
年

３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
方
　
74

歳
に
な
っ
た
月
か
ら
１
か
月
に

１
枚

▽
配
布
場
所

高
齢
福
祉
課（
市

役
所
南
附
属
庁
舎
２
階
）

受
け
て
い
る
方
の
家
族
に
支
給

し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
①
〜
③
を
満
た

す
方
　

①
平
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
市
民
税
非
課
税
世
帯（
同
居
の

家
族
全
員
が
非
課
税
）

③
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
方
と

同
居
し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の

短
期
入
所
は
可
）

▽
申
し
込
み
方
法

介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
印
を
持
っ
て
高

齢
福
祉
課（
市
役
所
南
附
属
庁
舎

２
階
）へ

■
お
年
寄
り
の
い
る
ご
家
庭
を

訪
問
し
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
が
い
る
世
帯
を
把

握
す
る
た
め
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物

健
康
保
険
証
な
ど

年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の

■
お
年
寄
り
の
日
常
生
活
用
具

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

電
磁
調
理
器
と
火
災
警
報
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
購
入
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
の
購
入
費
用
助

成
は
６
月
１
日
か
ら
で
す

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
　
①
一
人

暮
ら
し
②
世
帯
員
が
高
齢
者
の

み
③
対
象
者
と
同
居
の
家
族
が

市
民
税
非
課
税

■
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品

を
支
給
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

第
８
回
戦
没
者
遺
族
特
別

弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

健
康
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

介
護
保
険
の
特
定
疾
病
が

変
わ
り
ま
し
た

結
核
・
精
神
医
療
附
加

金
を
廃
止
し
ま
す

空き巣に気をつけて

ワンポイント

アドバイス

Point 1

平塚市内では、今年に入ってか
ら3か月間で約100件の空き巣が発
生しています。その数は、昨年と
比べ50％以上増加しています。空
き巣の侵入方法は、90％以上がガ
ラス破りです。窓ガラスを破りに
くい防犯ガラスにしたり、防犯フィ
ルムや補助錠を取り付けたりする
などの対策が効果的です。
多くの侵入犯は、窓を破るのに

かかる時間が10分を超えれば犯行
をあきらめています。つまり、侵
入に10分以上かかるような対策を ◆市民安全課（内線2254）

子どもを持つ親が安心して子育てできるよ
う、手助けをしてほしい方（依頼会員）と、手伝
いをしたい方（支援会員）を募集しています。
【支援会員講習会】
新たに支援会員として活動したい方は、講

習会を受けてください。
※未就学児の保育あり
u日時 5月15日（月）・16日（火）・22日（月）・
23日（火）午前9時30分～午後0時30分

u会場 福祉会館・保健センター
u定員 50人（先着順）
u申し込み方法 ファミリー・サポート・セン
ター（豊田分庁舎内）、公民館などにある申
込書を同センターへ
□問 ファミリー・サポート・センター（134－7101）

手助けしてほしい方・手伝いがしたい方

子育て支援の会員を募集します子育て支援の会員を募集します

◇譲ってください
ベビーバス、ベビ
ーベッド、ベビー
カー、子ども用自
転車、おふろ用い
す、電子オーブン
レンジ、二段ベッ
ド、木製本棚、食

器棚、ワードローブ、ぶらさがり健康器、
そろばん（5玉）
◇譲ります　①有料 ベビーカー、幼児
用車、三輪車、一輪車、紙おむつ、琴一式、
こたつ ②無料 キッズキャリー、介護
用ベッド、シングルベッド、オーディオ
セット、ミニコンポ、スキー、製図用具
一式、剣道防具

・問い合わせ時に品物がない場合もあります

・不用品の登録やあっせんは随時受け付けて

います。交渉は当事者間でしてください

・ホームページに品物の詳細を掲載しています
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kankyo/

リサイクルプラザ 
（1５１－５３０１） 

人
間
ド
ッ
ク
で
ス
ト

ッ
プ
生
活
習
慣
病

河村隆一

すれば、ほとんどの被害を防ぐこ
とができるということです。

u日時 6月23日（金）
午後6時30分開演

u会場 市民センター
u前売り券 5,775円

（全席指定）
※未就学児の入場はご遠慮ください

※チケットは5月14日（日）
午前10時から、市民セン
ター、山野楽器平塚ラス
カ店、ヨネザワ楽器で販
売します

□問 文化財団（132－2237）

○一つのドアに二つのかぎを
○少しの時間でも家を留守にす
るときはかぎをかけましょう

○アラームなどの防犯器具を積
極的に使いましょう

市内の各小学校区で「子ども大会」を開催します。ミニ運動会やゲーム大会など、
楽しい催しが計画されています。ご家族でぜひ、お出かけください。
なお、各地域の開催日･会場などは青少年課にお問い合わせください。

u期日 5～7月の日曜日
u会場 市内28小学校ほか

地域のみんなで楽しく交流

子ども大会に参加しよう
◇問い合わせ先　青少年課（132－7029）

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
」

防 犯 

・・・

・・・



７ 広報ひらつか　第813号（1日・15日発行）
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

◆
環
境
共
生
型
企
業
懇
話
会
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

環
境
共
生
型
企
業
懇
話
会
の

活
動
や
、
企
業
の
環
境
に
対
す

る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
市
内
の

幼
稚
園
、小
・
中
学
校
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
「
わ
か
ば
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
18
日（
火
）〜
21

日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時（
最
終
日
は
午
後
３
時
）

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ルお

問
い
合
わ
せ
は
、
工
業
労

政
課（
1
35
―
８
１
０
９
）へ
。

◆
清
掃
業
務
見
学
会
で
ご
み
処

理
の
こ
と
を
学
ぼ
う

市
内
の
ご
み
処
理
施
設
を
見

学
し
て
、「
ご
み
」
や
「
資
源
」の

処
理
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
日

火
曜
日
〜
金
曜
日

（
毎
月
29
日
〜
31
日
を
除
く
）

▽
見
学
施
設

環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
、
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最

地
球
規
模
で
考
え
よ
う 終

処
分
場
、
粗
大
ご
み
破
砕
処

理
場
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

15
〜
25
人
の
グ
ル
ー
プ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ（
1
51
―
５
３
０

１
）へ
。

◆
青
少
年
会
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
習
や
美
術
教
室

お
申
し
込
み
は
、
青
少
年
会

館（
1
32
―
７
０
２
９
・
月
曜
日

は
休
館
）へ
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習

「
手
話
」

▽
日
時

５
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
、
６
月
３
日
・
17

日
の
各
土
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

中
学
生
〜
30
歳
の
方

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習

「
読
み
聞
か
せ
入
門
講
座
」

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。

▽
日
時

５
月
13
日
・
27
日
、６

月
３
日
の
各
土
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

③
子
ど
も
美
術
教
室

水
彩
画
や
陶
芸
（
テ
ラ
コ
ッ

タ
）、
楽
焼
、
七
宝
焼
き
な
ど
を

習
い
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

５
月
13
日
〜
平
成
19

年
３
月
24
日
の
主
に
第
２
・
４
土

曜
日
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
教
材
費

三
千
円

④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▽
日
時

５
月
20
日
・
27
日
、

６
月
３
日
・
17
日
・
24
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
校
４
〜
６
年
生

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

◆
「
働
く
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
講
座
」
受
講
者
を
募
集

相
手
も
自
分
も
大
切
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
学
ぶ
ほ
か
、
受
講
者
同
士
の

交
流
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。
予

約
は
４
月
28
日（
金
）ま
で
に

▽
日
時

５
月
20
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
女
性

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
講
師

牛
島
の
り
子
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ

パ
ン
専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
と
、
保
育
希
望
の
有

無（
希
望
す
る
場
合
は
お
子
さ
ん

の
名
前
と
年
齢
）を
記
入
し
て
男

女
共
同
参
画
推
進
室（
〒
254
―
8686

浅
間
町
９
―
１
・
6
21
―
９
７

３
６
・
内
線
２
１
７
２
）へ
。

◆
受
講
者
募
集
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
安
心
安
全
対
策
講
座
」

活
動
中
の
事
故
の
防
ぎ
方
や

事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

４
月
22
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー

▽
講
師

金
子
元
治
郎
さ
ん（
県

青
少
年
協
会
職
員
）

▽
定
員

40
人（
先
着
順
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
1
21
―
７
５
１
７
）

へ
。

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
と

し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か

登
録
団
体
が
市
と
共
催
で
事

業
を
実
施
す
る
場
合
、
経
費
の

補
助
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象

次
の
条
件
な
ど
を
満

た
す
団
体
①
政
治
・
宗
教
・
趣

味
・
営
利
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
な
い
②
会
員
数
10
人
以
上
で

そ
の
過
半
数
が
平
塚
市
民
③
活

動
拠
点
が
平
塚
市
内

▽
締
め
切
り

５
月
10
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共

同
参
画
推
進
室（
内
線
２
１
７

２
）へ
。

◆
受
講
し
ま
せ
ん
か
「
女
性
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座
」

応
急
手
当
の
方
法
や
消
火
器

の
使
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
期
間

６
月
〜
平
成
19
年
３

月
（
全
８
回
、
平
日
の
午
前
中

に
市
内
会
場
で
実
施
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

女
性

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、防
災
課（
1

21
―
９
７
３
４
）へ
。

◆
都
市
計
画
素
案
の
公
聴
会
を

開
き
ま
す

真
田
・
北
金
目
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
の
用
途
地
域

変
更
素
案
に
関
す
る
公
聴
会
を

開
き
ま
す
。

【
素
案
の
閲
覧
・
公
述
の
申
し
出
】

▽
期
間

５
月
２
日（
火
）〜
23

日（
火
）
※
土
･
日
曜
日
は
除
く

▽
会
場

都
市
政
策
課（
市
役

所
４
階
）

【
公
聴
会
】

▽
日
時

６
月
６
日（
火
）午
後

７
時
〜
９
時
　
※
公
述
の
申
し

出
が
な
い
場
合
は
中
止

▽
会
場

金
目
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
政

策
課（
内
線
２
４
２
９
）へ
。

◆
教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

▽
日
時

①
４
月
26
日（
水
）午

後
２
時
開
会
②
５
月
24
日（
水
）

午
後
２
時
開
会

▽
会
場
　
豊
原
分
庁
舎
１
号
館

１
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
総

務
課（
1
35
―
８
１
１
３
）へ
。

◆
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
を

休
館
し
ま
す

機
械
保
守
の
た
め
、
Ｍ
Ｎ
ビ

ル
十
一
階
の
駅
前
市
民
窓
口
サ

ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す
。

▽
日
時

５
月
３
日（
祝
）・
４

日（
休
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課

（
1
21
―
８
７
７
３
）へ
。

清掃し尿従量手数料（第1期）

納期最終日 5月1日（月）
納付には便利な口座振替を

ご利用ください。

市役所1階⑤番窓口、市内

の金融機関でお申し込みいた

だけます。

□問 市税総務課（121ー8769）

4月納期の手数料

今
年
は
記
録
的
な
大
雪
が

降
っ
た
り
、
桜
の
開
花
が
例

年
よ
り
早
ま
っ
た
り
し
ま
し

た
。
地
球
の
気
温
が
上
が
る

と
極
地
の
氷
が
溶
け
、
洪
水

や
干
ば
つ
が
起
き
た
り
、
台

風
の
発
生
の
仕
方
が
変
化
し

た
り
し
て
、生
態
系
や
、人
間

の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
市
民
行
動
と
し
て
昨
年
八

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ひ
ら

つ
か
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２

コ

ツ

コ

ツ

プ
ラ
ン
」。

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
に
、
温
暖
化
の
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す

た
め
の
行
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
球
全
体
か
ら
み
る
と
小

さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
わ

た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
政
策
課（
内
線
２
２
６
６
）

ささああ!!

携帯電話からアクセスできるホームページ「防災への第一歩」を開設しました。
防災に役立つ情報をお知らせするほか、災害発生時に避難者がいる場合は、このペ
ージに「避難施設名」と「避難者名」を掲載します。
u携帯電話版URL http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/bousai/i/
uパソコンからは　http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/bousai/

↓このバーコードを読み取ってアクセス

携帯電話から「防災情報」
◇問い合わせ先　防災課（121－9734）

指定席
ファミリー席（大人1人＋小学生～高校生1人）
自由席（大人）
自由席（小学生～高校生）
自由席（シニア・65歳以上）
※シニア券は身分証明書を持って試合当日お求めください

◇主なチケット販売所

■梅屋（本館1階サービスカウンター）

■サクラ書店各店

■神奈中駅前サービスセンター

■にしきスポーツ

■総合公園管理事務所

感動のドラマは
平塚競技場で

◇前売り料金
3,500円
2,200円
2,000円
700円
600円

勝
利
の
喜
び
を
ス
タ
ジ
ア
ム
で
。

5 月 3 日○祝
平塚競技場　14：00～

湘南 vs神戸

4 月18日○火
平塚競技場　19：00～

湘南 vs草津

5 月14日○日
平塚競技場　14：00～

湘南 vs徳島

○c Kimura Yoshihito

①国民健康保険税徴収嘱託員〈1人〉
u対象 昭和21年4月2日～62年4月1日に生まれ、原
動機付き自転車の運転免許がある人

u職務内容 国民健康保険税の徴収、納付相談など
u勤務日時 週5日、午前9時～午後3時45分（休日な
どの勤務は平日に振り替え）

u賃金 月額110,300円＋能率給（実績平均133,800円）
②就労指導嘱託員〈1人〉
u対象 昭和21年4月2日～42年4月1日に生まれ、就
労指導業務、採用業務などの経験がある人

u職務内容 生活保護受給者への就労支援
u勤務日時 週3日、午前9時～午後4時45分
u賃金 月額129,200円
③教育委員会業務嘱託員〈若干名〉
u対象 昭和25年4月2日～63年4月1日に生まれた人
u職務内容 ○A給食調理（学校給食共同調理場勤務）
○B給食調理（学校勤務）○C校務作業
※希望職種以外で採用する場合もあります

u勤務日時 ○A週4日、午前8時～午後4時15分（8月
は指定日のみ）○B週5日、午前8時30分～午後3時
15分（8月は指定日のみ）○C週5日、午前8時～午
後2時45分

u賃金 ○A○B月額120,000円、○C月額117,100円

◆採用予定日 平成18年7月1日
◆雇用条件 雇用期間は1年度以内（更新あり）。詳細
は募集案内をご覧ください

◆一次試験日時 4月29日（祝）午前9時30分～正午
◆応募方法 ①②は職員課（市役所3階・121－8762）、
③は教育総務課（豊原分庁舎1号館2階・135－81
13）にある受験申込書を4月17日（月）～4月26日（水）
に本人が直接同課へ　※土・日曜日は除く

コツコツプランは二酸化
炭素の削減量が分かるので、
わたしの取り組みが地球温
暖化防止に貢献しているこ
とが実感できました。子ど
もたちに、すてきな環境を
残していきたいですね。

丹下香織さん（上平塚）

CO2CO2プラン・わたしの取り組み

みんなで減らそう! 温室効果ガス

始めようCO2CO2
コ ツ コ ツ

プラン

嘱託員を募集します

Vol.1

平塚の歴史や文化、人物、行政課題など

をテーマにしたテレビ番組を、ケーブルテ

レビ（SCN・湘南ケーブルネットワーク）

で放送しています。また、旧作から最新作

まで、これまでに制作した番組のビデオを

図書館や広報課で貸し出しています。

□問 広報課（12１－8761）
番組からのワンシーン
「道祖神祭りに向けただんごづくり」

先人たちの知恵と、自然との共存の歴史
が凝縮された「郷土料理」。平塚に伝わるお
いしい郷土料理を探し、実際に作っていた
だきました。（5月にSCNで放送します）

新作ビデオ紹介

★ビデオの一覧は市のホームページで

「平塚発 メディア情報」→「平塚市提供

の広報番組」→「広報ビデオ」



赤ちゃんの 
　　健康メモ 
赤ちゃんの 
　　健康メモ 
赤ちゃんの 
　　健康メモ 

（休日・夜間急患診療所） 

平成18年4月15日　８広報ひらつか　第813号（1日・15日発行）

★応募写真は平塚市ホームページ「広報ひらつか」のコーナーでも紹介します。デジタル写真の応募も同サイトをご利用ください。

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

ス
ミ
レ
と
い
え
ば
タ
ン
ポ
ポ
や
レ

ン
ゲ
と
と
も
に
、
代
表
的
な
春
の
花

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
野
草
で
す
。

一
口
に
ス
ミ
レ
と
言
っ
て
も
多
く
の

種
類
が
あ
り
、
神
奈
川
県
全
体
で
は

約
三
十
種
、
平
塚
で
も
八
種
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
ス

ミ
レ
」
と
い
う
名
の
種
類
は
、
濃
い

紫
色
を
し
た
大
き
な
花
を
つ
け
、
ス

ミ
レ
の
中
の
ス
ミ
レ
と
い
っ
た
存
在

で
す
。

「
ス
ミ
レ
」
は
草
丈
の
低
い
明
る

い
草
地
に
生
え
る
種
類
で
、
一
昔
前

ま
で
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
数
が
減
り
、
絶
滅
が
心
配

さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
近

年
に
な
り
、
市
街
地
で
復
活
の
兆
し

を
見
せ
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
も
駐
車

場
の
隅
と
か
、
舗
装
道
路
の
路
傍
な

ど
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
す
き
ま
に

た
く
ま
し
く
根
付
き
、
群
生
し
て
い

る
場
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
ス
ミ
レ
が
復
活
し
て
き
た

の
か
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、
都
市

的
な
環
境
に
適
応
し
た
、
特
に
乾
燥

に
強
い
系
統
の
も
の
が
生
ま
れ
て
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
分
布
を
広
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
大

き
な
役
目
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
は
ア
リ
の
存
在
で
す
。
ス
ミ
レ

類
の
種
子
に
は
脂
肪
分
の
塊
が
つ
い

て
お
り
、
ア
リ
が
好
ん
で
運
ぶ
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
舗
装
さ
れ
た

場
所
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
す
き
ま

に
は
、
地
下
に
通
じ
る
ア
リ
の
巣
の

入
り
口
が
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
ア

リ
の
働
き
で
、
ス
ミ
レ
は
市
街
地
に

分
布
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

都
市
的
な
環
境
に
も
、
何
と
か
生

き
続
け
て
い
る
動
植
物
が
あ
り
、
そ

こ
に
も
生
き
も
の
同
士
の
つ
な
が
り

が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

【前期 妊娠 6か月までの方】
● 1 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 8 日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期 妊娠 8か月以降の方】
● 15日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 26日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 10日（水）・24日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 9日16年10月1日～10日生
● 16日16年10月11日～20日生
● 23日16年10月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 11日15年3 月1日～10日生
● 18日15年3 月11日～20日生
● 25日15年3 月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 10日（水）午後1時30分～2
時30分

● 25日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、31日（水）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、19日（金）
午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、11日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、30日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【歯っぴい教室】

12か月～1歳3か月児対象。
● 9日（火）午前10時～11時
【のびのびキッズ２歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 12日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 26日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

●第25回●

市
街
地
に
復
活
し
た
春
の
花

スミレ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
す
き
ま
に
根
付
い
た
ス
ミ
レ（
達
上
ケ
丘
）

子育て相談  

離乳食の教室 

乳幼児の健康診査 

子育て教室  母親父親教室 

赤ちゃんの 
ステージ 

あ
る
年
の
春
の
こ
と
、
徳
川
家
康
が
前
鳥
神
社
の
北
の
野

原
で
昼
食
の
弁
当
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
箸
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
す
る
と
、
前
鳥
神
社
の
神
主
が
箸
を
持
っ
て
き
て
差
し

出
し
ま
し
た
。
家
康
は
喜
ん
で
「
望
む
こ
と
が
あ
れ
ば
言
う

が
よ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
神
主
は
、「
こ
の
あ
た
り
は
砂
地

で
、
砂
が
吹
き
込
ま
ぬ
よ
う
、
木
を
植
え
た
い
の
で
す
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
お
助
け
く
だ
さ
い
」
と
頼
み

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
考
え
た
家
康
は
、
使
っ
て
い
た
箸
を
い

き
な
り
地
面
に
突
き
立
て
て
「
こ
の
杉
の
箸
か
ら
や
が
て
根

が
生
え
て
、
芽
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
箸
か
ら
根
が
生
え
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
村

人
は
、
将
軍
様
が
ま
た
来
ら
れ
た
と
き
に
生
え
て
い
な
か
っ

た
ら
大
変
と
、
杉
の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ

く
る
年
、
家
康
が
再
び
村
を
訪
れ
る
と
「
箸
が
こ
の
よ
う
に

な
る
と
は
不
思
議
だ
。
ま
た
、
や
っ
て
み
よ
う
」と
、
た
く
さ

ん
の
箸
を
あ
た
り
一
面
に
突
き
さ
し
ま
し
た
。
驚
い
た
村
人

は
、
ま
た
杉
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
年
か
た

っ
て
、
立
派
な
杉
林
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
家
康
は
人
に
頼

ら
ず
、ま
ず
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
た
の
で
し
た
。

こ
の
林
は
の
ち
に
「
箸
立
て
の
森
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
―
―
。

「
箸
立
て
の
森
」
の
付
近
に
は
お
堂
が
建
て
ら
れ
、「
鹿し

し

見み

堂ど
う

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
森
と
お
堂
の
姿
は
今
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
橋
や
交
差
点
に
「
鹿
見
堂
」
の
名
が
残
っ
て
い

ま
す
。

※紹介した昔話は「むかしばなし続平塚ものがたり／著者今泉義廣氏」を要約し
たものです。この本は市内の図書館で借りられます。

箸
はし

立
た

ての森

リサイクル 
プラザ 

相
模
川 

国
道
129
号 

前鳥神社 

四之宮交番 

鹿見堂橋 

湘南 
銀河大橋 

インターネットで離乳食相談
管理栄養士がお答えします。
http://www.city.hiratsuka.
kanagawa.jp/kenko/kodo
mono.htm

Q
宇
田
川
莉
子

り

こ

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
5
月
6
日
生
ま
れ

（
横
内
）

P
小
池
遼り

ょ
う

汰た

朗ろ
う

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
5
月
7
日
生
ま
れ

（
入
野
）

Q
権
田
莉
奈

り

な

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
8
月
10
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
六
丁
目
）

Q
村
島
初は

つ

寧ね

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
6
月
14
日
生
ま
れ

（
中
里
）

Q
村
井
奏
天

そ

ら

ち
ゃ
ん

平
成
17
年
7
月
29
日
生
ま
れ

（
飯
島
）

Q広瀬桜ち
さくら

ゃん（左）・緑ち
みどり

ゃん（右）
平成17年4月20日生まれ（中原三丁目）

s

5月のカレンダー

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は38人。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

1
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